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Cluster1 be動詞 1 

 

be：「～である」を表す動詞。is はその変化形の 1つ。 

名詞の前には「1つの」を表す冠詞 aを置く。「1つの」と訳す必要はない。 

文頭は大文字で書き始める。文末にはピリオド「.」を置く。 

This is a pen. 

This is a book. 

This is a map. 

That is a desk. 

That is a penguin. 

That is a name tag. 

これはペンです。 

これは本です。 

これは地図です。 

あれは机です。 

あれはペンギンです。 

あれは名札です。 

名詞が母音から始まる場合、冠詞は anにする。 

that is はアポストロフィ「'」を使用して that’s と省略可能。しかし、this’s は不可能。 

This is an apple. 

That’s an eraser. 

これはリンゴです。 

あれは消しゴムです。 

数えられない名詞の前には冠詞は不要。 

This is glue. これは接着剤です。 

 

「～でない」という否定文にしたいときは、is(be)の後に not を置く。 

This is not a ruler. 

This is not a blackboard. 

That is not a rocket. 

That is not an elephant. 

これは定規ではありません。 

これは黒板ではありません。 

あれはロケットではありません。 

あれは象ではありません。 

is not は isn’t と省略可能。 

This isn’t a pig. 

That’s not a tape recorder. 

これは豚ではありません。 

あれはテープレコーダーではありません。 

「～ですか」という疑問文にしたいときは、主語と is(be)の語順を入れ替える。 

文末にはクエスチョンマーク「?」を置き、尻上がり調子で読む。 

この文には Yes/No とコンマ「,」を用いて答える。 

※it：「それ」を表す代名詞。既に前に出てきたものを指す。 

Is this a fox?  

Yes, it is (a fox). 

Is this a koala?  

Yes, it is. 

Is this an eagle? 

Is that a banana?  

No, it isn’t. 

これは狐ですか。 

はい、そうです。 

これはコアラですか。 

はい、そうです。 

これは鷲
わし

ですか。 

あれはバナナですか。 

いいえ、違います。 



Is that a turtle?  

Is that a saucer? 

あれは亀ですか。 

あれはソーサー（受け皿）ですか。 

 

these/those：this/that の複数形。これに対応する be 動詞は are となる。 

名詞の複数形は、原則的に-s をつける。冠詞 aは不要となる。 

These are rabbits. 

Those are kites. 

これらは兎です。 

あれらは凧
たこ

です。 

否定形は are not で、aren’t と省略可能。 

These are not textbooks. 

Those aren’t maps. 

これらは教科書ではありません。 

あれらは地図ではありません。 

疑問形の作り方は単数形のときと同様。 

※it の複数形は they 

Are these helmets?  

Yes, they are.  

Are these boats?  

No, they aren’t[are not]. 

Are those oranges?  

No, they aren’t. They are lemons. 

これらはヘルメットですか。 

はい、そうです。 

これらはボートですか。 

いいえ、違います。 

あれらはオレンジですか。 

いいえ、違います。それらはレモンです。 

 

名詞の語尾が特殊な場合、複数形の作り方が変わる。 

-s,-x,-sh,-ch -es をつける 

子音＋y y を i に変えて-es をつける。 

母音＋y -s をつける。 

子音＋o -es をつける。例外あり（pianos, radios） 

-f,-fe f を vに変えて-es をつける。例外あり（roofs, handkerchiefs） 

ox, childなど 語尾に-en, -renをつける。 

tooth, man, woman, 

foot, mouse など 

不規則変化。teeth, men, women, feet, mice 

-s の読みにも注意。[f][k][p]などの無声音に続く場合は[s]。[g][b]などの有声音に続く場合

は[z]。[s][z][ʃ][tʃ][dʒ]に続く場合は[iz]。 

Those are buses. 

Are those churches? 

あれらはバスです。 

あれらは教会ですか。 

These are dictionaries. 

Are these lilies? 

これらは辞書です。 

これらはユリですか。 

Those aren’t monkeys. 

These are keys. 

あれらは猿ではありません。 

これらは鍵です。 

These are tomatoes. これらはトマトです。 



Are these pianos? 

Those are not radios. 

これらはピアノですか。 

あれらはラジオではありません。 

These are leaves. 

Those are roofs. 

Are these handkerchiefs? 

 Yes, they are. 

これらは木の葉です。 

あれらは屋根です。 

これらはハンカチですか。 

はい、そうです。 

Are those cows? 

No, they aren’t. They are oxen. 

あれらは雌牛ですか。 

いいえ、違います。それらは雄牛です。 

This is a tooth.  

These are teeth. 

これは（1つの）歯です。 

これらは（複数の）歯です。 

単数形と複数形で変化しない名詞もある。 

Those are sheep. 

Are these deer? 

あれらは羊です。 

これらは鹿ですか。 

 



Cluster2 be動詞 2 

 

be の変化は主語の人称と数で決まる。 

単数の人称代名詞の場合 I am/ you are/ he is/ she is/ it is 

複数の人称代名詞の場合 we are/ you are/ they are 

I’m, you’re, he’s, she’s, it’s, we’re, they’re などの略が可能。 

※固有名詞には冠詞をつけない。 

I am a student. 

I’m a doctor. 

I’m Tom. 

私は学生です。 

私は医者です。 

私はトムです。 

You are a teacher. 

You’re a guitarist. 

あなたは先生です。 

あなたはギター奏者です。 

He is Bob. 

He’s a football player. 

She is a basketball player. 

She’s a nurse. 

彼はボブです。 

彼はフットボール（サッカー）選手です。 

彼女はバスケットボール選手です。 

彼女は看護師です。 

We are pilots. 私たちは操縦士です。 

You are physicians. あなたたちは内科医です。 

They are princes. 

They are princesses. 

They’re insects. 

彼らは王子です。 

彼女たちは王女です。 

それらは昆虫です。 

主語が人称代名詞以外の名詞（固有名詞,一般名詞,代名詞）の場合。 

単数の場合 is 

複数の場合 are 
 

Tom is a biologist. 

Jack and Bob are farmers. 

トムは生物学者です。 

ジャックとボブは農家です。 

be は「存在」を表すこともできる。 

※the：「その」を表す冠詞。既に前に出てきたものや、互いの了解があるもの、特定のも

のを指す。 

I am in the park now. 

Are you in Japan? 

I’m home. 

Here we are. 

私は今公園にいます。 

あなたは日本にいますか。 

ただいま。 

さあ着いたぞ。 

 

否定形と疑問形の作り方はこれまでと同様。 

I’m not という省略はできるが、I amn’t は不可能。 

I am not an expert. 私は専門家ではありません。 



I’m not a carpenter. 

You are not a photographer. 

You’re not an organist. 

You aren’t an artist. 

He is not a musician. 

He isn’t a surgeon. 

She isn’t an office worker. 

私は大工ではありません。 

あなたは写真家ではありません。 

あなたはオルガン奏者ではありません。 

あなたは芸術家ではありません。 

彼は音楽家ではありません。 

彼は外科医ではありません。 

彼女は会社員ではありません。 

We are not volleyball players. 

You’re not policemen. 

They aren’t fishermen. 

私たちはバレーボール選手ではありません。 

あなたたちは警察官ではありません。 

彼らは漁師ではありません。 

Are you a waiter? 

Yes, I am. 

No, I’m not. I am a clerk. 

Is he a governor? 

Yes, he is. 

Are you priests? 

No, we’re not. 

あなたはウェイターですか。 

はい、そうです。 

いいえ、違います。私はクラークです。 

彼は知事ですか。 

はい、そうです。 

あなたたちは聖職者ですか。 

いいえ、違います。 

 

特殊な疑問文： 

「～ではないのか」を表す場合、「Isn’t S～？」や「Aren’t S～？」を用いる。 

この問いかけに対する返答は、間違えやすいので注意。Yes の後には必ず肯定文、No の後

には必ず否定文が来る。 

Isn’t he an Australian? 

Yes, he is. 

 No, he isn’t. 

 

Aren’t they Japanese? 

 Yes, they are. 

 No, they aren’t. 

彼はオーストラリア人ではないですよね。 

いいえ、彼はオーストラリア人です。 

はい、彼はオーストラリア人ではありませ

ん。 

彼らは日本人ではないですよね。 

いいえ、彼らは日本人です。 

はい、彼らは日本人ではありません。 

付加疑問文： 

「～ですよね」を表す場合、平叙文の後に「,isn’t/aren’t S？」を文末につける。 

「～ではないですよね」を表す場合、否定文の後に「,is/are S？」を文末につける。 

本当にたずねる場合は上がり調子で読み、同意を求める場合は下がり調子で読む。 

返答における注意は前項と同様。 

Miss Smith is a professor, isn’t she? 

 Yes, she is.  

No, she isn’t.  

スミスさんは教授ですよね。 

はい、そうです。 

いいえ、違います。 



Mr. and Mrs. Carter aren’t professionals, 

are they?  

Yes, they are.  

No, they aren’t. 

カーター夫妻は専門家ではないですよね。 

 

いいえ、彼らは専門家です。 

はい、彼らは専門家ではありません。 

 

所有格：「～の」を表す。 

I you(単複) he she it we they 名詞 名詞 s(複) 

my your his her its our their 名詞’s 名詞 s’ 

他の(代)名詞所有格, 冠詞, this などの指示形容詞と一緒に用いることはできない。 

○my box ×a my box  

This is my handbag. これは私のハンドバックです。 

Is he your father? 

 No, he isn’t. He is Tom’s father. 

Yesterday's enemy is today's ally. 

彼はあなたのお父さんですか。 

いいえ、違います。彼はトムのお父さんです。 

昨日の敵は今日の友。 

Are these John’s pets? 

 No, they aren’t. They aren’t his pets. 

 

Are they your wives? 

This is her cat. Its name is Tama. 

She is not my friend’s mother. 

They are my brothers’ toys. 

これらはジョンのペットですか。 

いいえ、違います。それらは彼のペットでは

ありません。 

彼女たちはあなたたちの妻ですか。 

これは彼女の猫です。その名前はタマです。 

彼女は私の友達のお母さんではありません。 

それらは私の兄弟たちのおもちゃです。 

They are our grandmothers. 彼女たちは私たちのお祖母さんです。 

Is this your helicopter? これはあなた（たち）のヘリコプターですか。 

These boys are their slaves. この少年たちは彼らの奴隷です。 

 

所有代名詞：「～のもの」を表す。 

I you(単複) he she it we they 名詞 名詞 s(複) 

mine yours his hers なし ours theirs 名詞’s 名詞 s’ 
 

This chocolate is mine. このチョコレートは私のものです。 

Are those tulips yours? あれらのチューリップはあなたのものです

か。 

The clock is hers. 

Are these rackets Tom’s? 

 No, they aren’t. They aren’t his. 

 

Is this bat your father ’s? 

 

その時計は彼女のものです。 

これらのラケットはトムのものですか。 

いいえ、違います。それらは彼のものでは

ありません。 

このバットはあなたのお父さんのものです

か。 



 Yes, it is. It is his. はい、そうです。それは彼のものです。 

Those gloves are ours. あれらの手袋は私たちのものです。 

Are these fruits theirs? 

 No, they aren’t. They are mine. 

These tortoises are the boys’. 

これらの果物は彼らのものですか。 

いいえ、違います。それらは私のものです。 

これらの亀はその男の子たちのものです。 

前置詞 of と組み合わせた表現もある。 

He is a friend of mine. 

That man is an acquaintance of hers. 

彼は私の友達の一人です。 

あの男の人は彼女の知人の一人です。 

 



Cluster3 be動詞 3 

 

限定用法：形容詞を名詞の前に置く用法。この場合、語順に注意。 

冠詞＋形容詞＋名詞 a big box 

this/that/these/those＋形容詞＋名詞 this big box 

所有格＋形容詞＋名詞 my big box 
 

This is a long candle. 

Is this an old theory? 

That is a new suggestion. 

That’s a small cabin. 

These are big cans. 

These are short plants. 

You aren’t a tall boy. 

これは長いロウソクです。 

これは古い理論ですか。 

あれは新しい提案です。 

あれは小さい客室です。 

これらは大きな缶です。 

これらは丈の低い植物です。 

あなたは背の高い男の子ではありません。 

 

叙述用法：be 動詞の後に形容詞を置く用法。 

That plant is large.  

This meal is delicious. 

I am young. 

You are pathetic. 

He is old. 

The fence is not high. 

They aren’t kind. 

The ink bottle is empty. 

Is she sensible? 

Are these vegetables fresh? 

あの工場は大きい。 

この食事はおいしい。 

私は若い。 

あなたは可哀想だ。 

彼は年老いている。 

その柵は高くない。 

彼らは親切ではありません。 

そのインク瓶は空っぽです。 

彼女は分別がありますか。 

これらの野菜は新鮮ですか。 

前置詞 of と組み合わせた表現。 

The people are full of hope.  

The hall is full of students.  

その人たちは希望に満ちている。 

そのホールは学生でいっぱいです。 

veryや so など各種副詞による修飾もある。 

He is very smart. 

The wolf is so clever. 

She is relatively wise. 

彼はとても頭がいい。 

その狼はとても賢い。 

彼女は比較的賢い。 

 



Cluster4 be動詞 4 

 

接続詞 or を使って「～ですか、それとも～ですか」という疑問文を作れる。 

文末は下がり調子で読む。返事に Yes/No は用いない。 

Is this a swan or a parrot? 

 It is a swan. 

Is this a cafeteria or a restaurant?  

 

It’s a cafeteria. 

Is he an interpreter or a guide? 

 He is a guide. 

これは白鳥ですか、それともオウムですか。 

それは白鳥です。 

これは喫茶店ですか、それともレストランで

すか。 

それは喫茶店です。 

彼は通訳ですか、それともガイドですか。 

彼はガイドです。 

Are these pens or pencils? 

 They are pencils. 

Are those spiders or cockroaches? 

 

 They’re spiders. 

Are you winners or losers? 

 

 We are winners. 

これらはペンですか、それとも鉛筆ですか。 

それらは鉛筆です。 

あれらはクモですか、それともゴキブリです

か。 

それらはクモです。 

あなたたちは勝者ですか、それとも敗者です

か。 

私たちは勝者です。 

 

what：「何」を表す疑問詞。 

文末は下がり調子で読む。返事に Yes/No は用いない。 

what is は what’s と省略可能。 

What is that?  

It is a portrait. 

What is this? 

It’s your supper. 

What’s your name?  

My name is Mary. 

What’s your job? 

What’s his occupation? 

What is the title of the book? 

あれは何ですか。 

それは肖像画です。 

これは何ですか。 

それはあなたの夕食です。 

あなたの名前は何ですか。 

私の名前はメアリーです。 

あなたの仕事は何ですか。 

彼の職業は何ですか。 

その本の題名は何ですか。 

What is the matter with you? 

What's wrong with its internal structure? 

c.f.)Something is wrong with this 

calculator. 

What is he like? 

どうしたのですか。 

その内部の構造に何か問題があるのですか。 

この計算機はどこか故障している。 

 

彼はどんな感じですか。 



 He is haughty and impudent.  彼は傲慢であつかましいです。 

What are these?  

They are chalks. 

What are these? 

They are icicles. 

これらは何ですか。 

それらはチョークです。 

これらは何ですか。 

それらは氷柱
つ ら ら

です。 

 

what color：「何色」を表す（疑問形容詞）。 

What color is the ceiling?  

It is brown. 

What color is the ocean?  

It’s blue. 

What color are your sports shoes? 

 They are green. 

その天井は何色ですか。 

茶色です。 

その海は何色ですか。 

青色です。 

あなたの運動靴は何色ですか。 

緑色です。 

 

who：「誰」を表す（疑問代名詞）。 

使い方は what と同じ。 

※「Who are you?」や「What are you?」は、無礼な表現なので注意。 

Who is that man?  

He’s Tom. 

Who is that handsome man? 

 He is Smith. 

Who is he? 

c.f.)What is he? 

Who are you? 

I’m Mary. 

Who are they? 

あの男の人は誰ですか。 

彼はトムです。 

あの美男子は誰ですか。 

彼はスミスです。 

彼は誰ですか。 

彼の職業は何ですか。 

あなたは誰ですか。 

私はメアリーです。 

彼らは何者ですか。 

 

whose：「誰の」。who の所有格。 

所有代名詞に相当する「誰のもの」も、whose 

Whose instrument is this? 

 It’s my instrument. 

Whose tool is that? 

 It’s his tool. 

Whose gun is this? 

Whose sculptures are these? 

これは誰の楽器ですか。 

それは私の楽器です。 

あれは誰の道具ですか。 

それは彼の道具です。 

これは誰の銃ですか。 

これらは誰の彫像ですか。 

Whose is this belt? 

It’s mine. 

このベルトは誰のものですか。 

それは私のものです。 



Whose is that bell?  

It’s hers. 

Whose are these mice?  

Whose are those benches? 

あの鐘は誰のものですか。 

それは彼女のものです。 

これらのネズミは誰のものですか。 

あれらのベンチは誰のものですか。 

 

which：「どちら」。具体的なものを述べる場合は「, A or B」をつける。 

「which 名詞」の形で、疑問形容詞としても用いられる。 

※不定代名詞 one：it と同様に前に出てきたものを指すが、it が同一物を指すのに対し、one

は同名異物を指す。 

Which is your hammer, this one or that 

one? 

That one is mine. 

 =Mine is that one. 

Which is your rope? 

 This one’s mine. 

Which is your sweater? 

これとあれ、どちらがあなたの金槌
かなづち

ですか。 

 

あれが私のものです。 

 

どちらがあなたの綱ですか。 

これが私のものです。 

どちらがあなたのセーターですか。 

Which girl is Jane? 

 That’s Jane. 

Which boy is Tom? 

 That’s Tom. 

Which tent is yours?  

That one is ours. 

Which storehouse is yours? 

どちらの女の子がジェーンですか。 

あちらがジェーンです。 

どちらの男の子がトムですか。 

あちらがトムです。 

どちらのテントがあなたたちのものですか。 

あれが私たちのものです。 

どちらの倉庫があなたのものですか。 

 

where：「どこ」 

Where is your school? 

 It’s in Chiba prefecture. 

あなたの学校はどこにありますか。 

千葉県にあります。 

 

why：「なぜ」 

Why are you angry? 

Why are you late? 

Why is he so sullen now? 

あなたはどうして怒っているのですか。 

あなたはどうして遅刻したのですか。 

彼は今どうしてそんなに不機嫌なのですか。 

 

when：「いつ」 

When is your birthday? 

When is school over? 

あなたの誕生日はいつですか。 

学校はいつ終わりますか。 

 



how：「どれくらい」 

How old are you? 

How old is the hawk? 

How tall is that soccer player? 

 

How much is this salt? 

How much is the fare? 

How far is it from this hotel to the 

supermarket? 

How long is that snake? 

あなたは何歳ですか。 

その鷹
たか

は何歳ですか。 

あのサッカー選手の身長はどれくらいです

か。 

この塩はいくらですか。 

運賃はいくらですか。 

このホテルからスーパーまでどれくらいで

すか。 

あのヘビはどれくらいの長さですか。 

 

 


